
HORRAT（Horwitz ratio） 
 
参考文献 
１．Horwitz, W., Kamps, L.R. and Boyer, K.W. (1980). Quality control. Quality 

assurance in the analysis of foods for trace constituents. J. AOAC, 63(6), 
1344-1354. 

 
  1)分析値の変動係数は試料や分析法によらず分析濃度によって決まることを

50件以上の共同試験の結果を解析して報告しています。 
 
 2)Fig.1 に Horwitz のトランペットと呼ばれる濃度と変動係数（室間再現相対
標準偏差）の関係（濃度が 1/100 になる毎に室間再現相対標準偏差が２倍
になる）図を発表しています。 

 
 3)1)の解析から併行相対標準偏差は室間再現相対標準偏差の約 1/2～2/3 に通
常はなると報告しています。 
この比が小さすぎても大きすぎても分析法に問題あることを示唆すると書

かれています（p1346）。 
 
 4)この論文は HORRAT の分母に用いる室間再現標準偏差の元になる関係式

について最初に報告された論文のようです。ただし、HORRATについては
書かれていません。 

 
２．Horwitz, W., Albert, R., Deutsch, M.J. and Thompson, J.N. (1990). Precision          

parameters of methods of analysis required for nutrition labeling. part I. J. 
AOAC, 73, 661-680.  

 
1)HORRATを定義した最初の論文のようです。 
この比の分母には室間再現相対標準偏差と濃度の関係を示す Horwitz の式を
用います。 

( )10,% 2exp 1 0.5logRRSD C= −  

  ここで、Cは濃度で 100%なら 1、1ppmなら 610− を代入します。 
  ただし、参考文献６．の補遺によりますと、正しくは 

101 0.5log,% 2R
CRSD −=  
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  と記述すべきだったようです。 
 
 2)HORRAT>2 の結果についてはオリジナル論文のチェックおよび著者への確
認により詳細に検討しています。 

 
３．Horwitz, W. and  Albert, R. (1996). Reliability of the determinations of 

polychlorinated contaminants (biphenyls, dioxins, furans), J. AOAC, Int., 79, 
589-621. 

 
1)ビフェニル、ダイオキシン、フランに関する 34 件の共同試験の結果を解析
しています。 

 
 2)解析したデータには 1052試料（test sample）、56材料(analyte)、19マトリッ
クス、２種類の検出器（電子捕獲検出器、質量分析計）のデータが含まれて

います。 
 
 
４．Thompson, M. (2000). Recent trends in inter-laboratory precision at ppb and 

sub-ppb concentrations in relation to fitness for purpose criteria in proficiency 
testing. Analyst, 125, 385-386. 

 
1)低濃度（C < 0.12ppm）および高濃度（C > 13.8%）において Horwitzの式 

0.84950.02H Cσ =  

の修正式を提案しています。 
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  ここで、 Hσ およびσは室間再現標準偏差であり、室間再現相対標準偏差

100
C
σ× (%)ではないことに注意して下さい。 

 
 2)上記修正式は、マイコトキシンに関する９件の研究報告の 47 材料のデータ

食品総合研究所

National Food Research Institute, Japan

 

 

 
 

 

 

 
 

 



をロバスト回帰により求めたものです。解析したデータには修正式は有効で

したが、一般的な有効性については今後データを蓄積して精査する必要があ

ると書かれています。 
 
４．McClure, F.D. and Lee, J-K (2003). Computation of HORRAT Values. J. AOAC Int.,          

86, 1056-1058. 
 

1)HORRATを定義した論文や AOACのガイドラインには濃度Cに関する説明
にあいまいな点があるので計算方法を解説しています。 

 
2)濃度Cの単位が例えば g gµ µ 、g gのように unit/unitの場合には、平均濃度
を x（ g gµ µ ）とすると HORRATの式のCに xを代入すれば良いのですが、
例えば g gµ のように trace or mass fraction amount の場合には平均濃度 x
（ppm）とするとCには 610x −× を代入するので 610− を忘れないように 

( ) 0.1505 0.8495
1

0.0210
R

k

SHORRAT
x−−

⎛ ⎞⎟⎜ ⎟⎜ ⎟⎟⎜⎝ ⎠
=  

  の採用を AOACに提案しています。 
 
５．Horwitz, W. and Albert, R. (2004). Letters to the editor. J. AOAC Int., 

87(2), 34A. 
 

1)上記参考文献４．の提案に反対しています。 
 
６．McClure, F.D. and Lee, J-K (2004). Letters to the editor. J. AOAC Int., 87(2), 

35A-40A. 
 
 1)上記参考文献５．のコメントに回答しています。 
 
 2)この中で上記参考文献２．では HORRAT>2の結果を疑うべきことに関して
議論の余地が残されていますが、上記参考文献３．では議論の余地なく疑う

べきであることをより強く述べていると書かれています。 
 

 3)補遺に、 101 0.5log,% 2R
CRSD −= の近似式 0.15,% 2RRSD C−= の求め方および
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0.15,% 2RRSD C−= から 0.84950.02H Cσ = が求まることの説明があります。 
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